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序
章

　

中
世
の
社
会
と
宗
教
の
関
係
を
捉
え
る
際
、無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
に
、

僧
侶
と
女
性
の
問
題
が
あ
る
。
中
世
の
僧
侶
が
妻
帯
し
て
「
家
」
を
持
ち
、
実
子
相

承
し
た
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
屡
々
論
究
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

親
鸞
を
筆
頭
と
し
た
浄
土
真
宗
は
も
と
よ
り
、
南
都
北
嶺
の
寺
院
で
も
、
早
く
か
ら

婚
姻
・
妻
帯
慣
習
が
定
着
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
禅
宗
な
ど
の
世
界
で
は
、
こ

う
し
た
妻
帯
慣
習
が
浸
透
し
て
は
い
な
い
。
中
世
仏
教
の
な
か
で
も
、
婚
姻
や
妻
帯

に
対
す
る
各
派
の
態
度
に
は
温
度
差
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
と
り
わ

け
異
彩
を
放
つ
の
が
、
室
町
時
代
の
禅
僧
、
一
休
宗
純
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
ら
「
酒

肆
淫
坊
」
通
い
を
た
び
た
び
豪
語
し
、
い
わ
ゆ
る
破
戒
僧
と
し
て
の
性
格
が
、
一
般

的
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
他
方
で
は
、
一
休
宗
純
は
洛
中
に
遊
女
が
充

満
す
る
状
況
を
憂
慮
す
る
反
応
も
み
せ
て
お
り
、
彼
を
た
だ
単
に
破
戒
僧
と
み
な
す

こ
と
は
、
必
ず
し
も
穏
当
な
評
価
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
が
一
休
宗
純
論
を
難
し
く

し
て
い
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
僧
侶
と
女
性
の
関
わ
り
を
論
じ
る
と
き
、
中
世
仏
教
は
戒
律
的
規
範
か

ら
逸
脱
し
て
頽
廃
し
て
い
た
と
す
る
旧
来
の
仏
教
堕
落
論
が
頭
を
も
た
げ
る
こ
と
が

あ
る
。
筆
者
は
必
ず
し
も
仏
教
堕
落
論
の
立
場
に
は
与
し
な
い
が
、
い
ま
一
休
宗
純

が
残
し
た
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
室
町
時
代
に
お
け
る
僧
侶
と
女
性
の
、
ひ
と

つ
の
あ
り
方
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、「
寄
三
途
河
御
阿
姑
」
と
い
う
一
本
の

墨
蹟
を
手
が
か
り
に
、
以
下
、
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
章
　
三
途
川
御
阿
姑
の
墨
蹟
を
よ
む

　

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
二
月
九
日
の
年
記
を
も
つ
一
休
宗
純
墨
蹟
「
寄
三
途
河

御
阿
姑
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
か
つ
て
本
墨
蹟
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
特
別

展
『
大
徳
寺
真
珠
庵
名
宝
展
』
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
最
近
に
な
っ

て
、『
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
第
一
七 

大
徳
寺
文
書
別
集 

真
珠
庵
文
書
之
八
』（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
一
三
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

本
墨
蹟
の
伝
来
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
と
、
も
と
も
と
は
山
城
国
薪
の
酬
恩
庵

の
所
蔵
品
だ
っ
た
ら
し
い
。『
真
珠
庵
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

十
二
月
、
酬
恩
庵
宗
琛
か
ら
本
墨
蹟
を
買
い
取
っ
た
村
上
庄
九
郎
が
、
同
二
十
八
日
、

大
徳
寺
真
珠
庵
に
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
本
墨
蹟
の
七
言
絶
句
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

顔
其
一
朶
海
棠
花
（
顔
、
其
れ
一
朶
の
海
棠
花
）、

　
　

心
是
三
途
悪
鬼
婆
（
心
、
是
れ
三
途
の
悪
鬼
婆
）。

　
　

雲
鬘
霧
鬂
夜
叉
首
（
雲う
ん

鬘ば
ん

霧む

鬂び
ん

、
夜
叉
の
首
）、

　
　

深嗔
瞠睥
孾
児
白
眼
斜
（
嗔い
か

っ
て
孾え
い

児じ

を
睥に
ら

み
、
白は
く

眼が
ん

斜
め
な
り
）。

　
　

―
― 

そ
の
容
貌
は
、
か
の
楊
貴
妃
の
よ
う
に
可
憐
だ
が
、
そ
の
心
の
内
は
、（
男

（
１
）

（
２
）
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性
客
の
袖
を
引
い
て
誘
い
込
む
よ
う
に
）
三
途
の
河
原
（
で
亡
者
の
衣
を

剥
ぎ
取
る
）
奪
衣
婆
そ
の
も
の
。

　
　
　
　

 

艶
や
か
な
垂
髪
と
、
夜
叉
神
の
（
娘
で
、
子
供
を
食
ら
っ
た
鬼
子
母
神
の

よ
う
な
恐
ろ
し
い
）
面
構
え
。

　
　
　
　

 

目
を
怒
ら
せ
て
赤
子
を
キ
ッ
と
睨
み
付
け
る
（
そ
れ
が
女
性
の
本
性
だ
）

―
―
。

　

美
麗
な
外
見
を
称
え
る
形
容
と
醜
悪
な
内
面
を
指
摘
す
る
形
容
が
並
列
さ
れ
、
後

半
で
は
後
者
の
面
が
色
濃
く
描
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
最
後
の
第
四
句
の
解
釈
に
関

し
て
は
一
考
を
要
す
る
。
今
泉
淑
夫
は
、
本
墨
蹟
を
「
三
途
の
河
に
い
る
と
い
う
鬼

婆
に
寄
せ
て
の
偈
」
と
み
て
、「
髪
は
真
っ
白
ぼ
さ
ぼ
さ
夜
叉
の
よ
う
で
、
む
ね
に

抱
え
た
嬰
児
を
睥
む
白
眼
の
鋭
さ
は
尋
常
で
は
な
い
」
と
訳
し
て
お
り
、
筆
者
の
右

の
解
釈
と
は
異
な
る
。
以
下
に
細
か
な
語
釈
を
加
え
よ
う
。

　

第
二
句
に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
地
獄
界
に
あ
る
三
途
川
に
鬼
女
（
葬
頭
河
婆
・
奪

衣
婆
）
が
い
る
と
す
る
伝
承
は
室
町
時
代
か
ら
存
在
し
た
。『
富
士
の
人
穴
草
子
』 

に
よ
る
と
、
賽
の
河
原
は
、
九
か
月
以
上
も
母
の
胎
内
に
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
親

孝
行
を
し
な
か
っ
た
子
供
が
堕
ち
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。
三
途
の
河
原
で
罪
人
の
衣

装
を
剥
ぎ
取
る
「
う
ば
御
前
」
は
、
背
丈
十
丈
ば
か
り
で
、
目
は
車
輪
の
ご
と
く
、

上
の
歯
は
八
十
重
、
下
の
歯
は
百
二
十
重
と
い
う
風
貌
と
さ
れ
た
。
そ
の
本
地
は
大

日
如
来
の
化
身
と
も
い
う
（『
富
士
の
人
穴
草
子
』）。
鬼
女
の
本
地
は
さ
て
お
き
、

な
ぜ
一
休
宗
純
は
、
御
阿
姑
と
呼
ぶ
女
性
の
心
の
う
ち
を
、
こ
の
よ
う
な
賽
の
河
原

の
鬼
女
に
譬
え
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。

　

こ
の
点
を
含
み
置
き
つ
つ
、
第
三
・
四
句
「
雲
鬘
霧
鬂
夜
叉
首
、
嗔
聘
孾
児
白
眼

斜
」
の
解
釈
に
移
る
。
と
く
に
第
四
句
の
冒
頭
二
文
字
は
、
元
々
「
深
瞠
（
深
く
み

は
る
・
み
つ
め
る
）」
と
記
さ
れ
た
左
横
に
、
見
せ
消
ち
の
圏
点
記
号
が
施
さ
れ
修

正
さ
れ
て
い
る
。
修
正
後
の
二
文
字
に
つ
い
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
図
録
や
今

泉
淑
夫
が
「
嗔
聘
0

0

孾
児
白
眼
斜
」
と
翻
刻
し
た
の
に
対
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

（
３
）

（
４
）
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編
『
真
珠
庵
文
書
之
八
』
で
は
、「
嗔
睥
0

0

孾
児
白
眼
斜
」
と
翻
刻
し
、
見
解
が
分
か

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
動
詞
で
あ
り
、
目
的
格
は
「
孾
児
」
で
あ
る
。
写
真
を
み
る

か
ぎ
り
、
問
題
の
箇
所
は
「
睥
（
に
ら
む
）」
か
「
聘
（
ま
ね
く
・
め
す
）」
の
い
ず

れ
か
だ
が
、
前
者
「
睥
」
の
方
が
、
修
正
前
の
「
深
瞠
（
深
く
み
つ
め
る
）」
の
意

に
も
通
じ
て
い
る
。ま
た
、両
者
の
翻
刻
案
は
目
偏
と
読
む
か
耳
偏
と
読
む
か
に
拠
っ

て
い
る
が
、そ
の
前
後
の
箇
所
に
記
さ
れ
た「
瞠
」「
眼
」字
の
形
状
を
参
照
す
る
と
、

問
題
の
字
も
目
偏
と
み
て
問
題
は
あ
る
ま
い
。後
者「
嗔
っ
て
聘（
ま
ね
く
・
め
す
）」

で
は
、
全
体
の
文
意
が
と
り
に
く
い
。

　

第
三
句
の
「
雲
鬘
霧
鬂
」
は
、
あ
で
や
か
な
女
性
の
形
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
同
三
句
の
「
夜
叉
」
は
、
第
四
句
「
孾
児
」
を
う
け
て
、
女
性
の
夜
叉
、
す
な
わ

ち
王
城
舎
の
夜
叉
神
の
娘
で
あ
る
鬼
子
母
神
（
訶
梨
帝
母
）
を
さ
す
。
容
姿
端
麗
な

女
神
だ
が
、鬼
子
母
神
は
、近
隣
の
子
供
を
捕
ま
え
て
喰
ら
う
鬼
女
で
あ
る
。「
孾
児
」

を
睨
む
鬼
子
母
神
の
ご
と
き
「
夜
叉
」
の
描
写
は
、
御
阿
姑
が
も
つ
外
見
の
美
し
さ

と
内
面
の
恐
ろ
し
さ
を
言
い
得
た
表
現
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
実
在
の
御

阿
姑
が
実
際
に
子
持
ち
だ
っ
た
か
否
か
、そ
の
詳
細
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

第
四
句
「
白
眼
斜
」
と
い
え
ば
、『
晋
書
』
巻
四
九
の
阮
籍
伝
、『
蒙
求
』
阮
籍
青

眼
が
想
起
さ
れ
る
。
竹
林
七
賢
の
ひ
と
り
阮
籍
が
、
母
の
喪
に
服
し
た
際
、
礼
法
の

決
ま
り
に
の
っ
と
り
、
弔
問
に
来
た
嵆
喜
を
睨
み
付
け
、
怒
ら
せ
た
逸
話
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
本
墨
蹟
の
場
合
、「
白
眼
」
は
第
二
句
「
三
途
の
悪
鬼
婆
」
と
い
う
表
現

を
う
け
て
い
る
。「
白
眼
」
の
主
語
は
御
阿
姑
で
あ
り
、「
目
は
車
輪
の
如
く
」（『
富

士
の
人
穴
草
子
』）
と
い
う
、
室
町
時
代
当
時
の
奪
衣
婆
の
描
写
と
も
重
な
る
。「
白

眼
」
の
目
的
語
は
第
四
句
の
「
孾
児
」
で
あ
る
か
ら
、
本
来
の
出
典
と
は
文
脈
を
異

に
す
る
。

第
二
章
　
御
阿
姑
の
正
体

　

さ
て
、
本
墨
蹟
の
標
題
に
な
っ
て
い
る
「
三
途
河
御
阿
姑
」
と
は
、
何
を
意
味
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
墨
蹟
を
作
成
し
た
文
明
二
年
、
一
休
宗
純
は
摂
津
国
住
吉
の

雲
門
庵
に
滞
在
し
て
お
り
（『
一
休
和
尚
年
譜
』
同
年
条
）、
十
一
月
に
は
こ
の
地
で
、

か
の
森
女
（
森
上
郎
、
森
侍
者
）
と
の
邂
逅
を
果
た
し
て
い
る
。

　

『
狂
雲
集
』［
五
四
八
］「
住
吉
薬
師
堂
并
叙
」

　
　
　

文
明
二
年
仲
冬
十
四
日
、
遊
薬
師
堂
聴
盲
女
艶
歌
。
因
作
偈
記
之
。

　
　

優
遊
且
喜
薬
師
堂
（
優
遊
、
且
喜
す
、
薬
師
堂
）、

　
　

毒
気
便
便
是
我
腸
（
毒
気
、
便
々
た
る
は
、
是
れ
我
が
腸
）。

　
　

愧
慚
不
管
雪
霜
鬂
（
愧
慚
す
、
雪
霜
の
鬂
を
管
せ
ざ
る
こ
と
を
）、

　
　

吟
尽
厳
寒
秋
点
長
（
吟
じ
尽
く
せ
ば
、
厳
寒
、
秋
点
長
し
）。

　

む
ろ
ん
、
本
墨
蹟
の
な
か
で
一
休
宗
純
が
詩
に
し
て
い
る
御
阿
姑
は
森
女
の
こ
と

で
は
な
い
。
本
画
賛
の
第
四
句
に
登
場
す
る
「
孾
児
」
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
と
、
御

阿
姑
は
、
子
を
も
つ
女
性
、
な
い
し
妙
齢
の
女
性
を
意
味
す
る
名
詞
「
姑
」
に
、
敬

語
の
接
頭
辞
「
御
」
と
親
し
み
の
語
気
を
孕
む
接
頭
辞
「
阿
」
を
冠
し
た
語
で
あ
る

か
ら
、
口
語
の
調
子
を
込
め
て
「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
」
か
「
お
嬢
さ
ん
」
ほ
ど
の
意
に

と
れ
る
。
こ
の
「
三
途
河
御
阿
姑
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
、『
狂
雲
集
』
に
も

御
阿
姑
に
対
す
る
詩
が
二
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

Ⓐ
『
狂
雲
集
』［
九
五
五
］
寄
御
阿
古
開
浴
（
御
阿
古
の
開
浴
に
寄
す
）

　
　
　

裸
体
如
何
見
衆
人
（
裸
体
如
何
と
、
衆
人
に
見
す
）、

　
　
　

花
顔
翠
黛
洗
紅
塵
（
花
顔
翠
黛
、
紅
塵
を
洗
う
）。

　
　
　

老
僧
灌
沐
浴
開
後
（
老
僧
、
灌
沐
、
浴
開
の
後
）、

　
　
　

行
幸
温
泉
天
宝
春
（
温
泉
に
行
幸
す
、
天
宝
の
春
）。

　
　
　

―
―
裸
体
は
い
か
が
と
周
囲
に
見
せ
る
こ
の
美
女
。

　
　
　
　
　

そ
の
美
し
い
容
貌
は
、（
む
し
ろ
）
俗
世
の
塵
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
。

　
　
　
　
　

 
だ
か
ら
こ
そ
ワ
シ
は
（
釈
迦
が
生
前
に
示
し
た
）
灌
沐
や
開
浴
の
後
、

（
主
が
去
る
）
天
宝
の
春
を
ね
ら
っ
て
、
美
人
と
湯
浴
み
に
出
か
け
る

（
そ
れ
こ
そ
が
ワ
シ
の
仏
道
だ
）
―
―
。

（
５
）
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Ⓑ
『
狂
雲
集
』［
一
〇
三
五
］賛
御
阿
姑
上
郎
痩
容（
御
阿
姑
上
郎
の
痩
容
を
賛
す
）

　
　
　

美
妾
風
流
痩
似
梅
（
美
妾
風
流
、
痩
せ
た
る
こ
と
梅
に
似
た
り
）、

　
　
　

花
顔
丹
臉
一
枝
開
（
花
顔
丹
臉
、
一
枝
開
く
）。

　
　
　

漢
朝
歌
舞
眼
前
境
（
漢
朝
の
歌
舞
、
眼
前
の
境
）、

　
　
　

腸
断
楚
腰
飛
燕
来
（
腸
は
断
つ
、
楚
腰
飛
燕
の
来
た
る
に
）。

　
　
　

―
― 

美
し
い
上
郎
の
風
流
、
そ
の
姿
は
痩
せ
て
（
庭
に
月
光
を
よ
く
映
す
）

梅
の
木
に
似
て
い
る
。

　
　
　
　
　

そ
の
艶
や
か
な
顔
が
、
梅
花
一
枝
、
花
を
咲
か
せ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

か
の
地
で
名
を
は
せ
た
踊
り
子
と
、い
ま
目
の
前
で
舞
う（
こ
の
上
臈
）。

　
　
　
　
　

 （
す
ら
り
と
細
身
の
こ
の
上
臈
も
、）
薄
幸
の
踊
り
手
だ
っ
た
趙
飛
燕
た

ち
を
彷
彿
と
さ
せ
、（
彼
女
ら
が
辿
っ
た
悲
運
を
思
う
と
）
は
ち
切
れ

ん
ば
か
り
の
思
い
―
―
。

　

こ
の
二
篇
の
詩
の
内
容
を
み
る
か
ぎ
り
、
一
休
宗
純
と
「
御
阿
姑
（
御
阿
古
）」
は
、

か
な
り
親
密
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
と
く
に
Ⓑ
か
ら
は
、
歌
舞
を
得
意
と
す
る

細
身
の
美
女
と
い
う
御
阿
姑
像
が
浮
か
び
上
が
る
。
一
休
宗
純
の
作
品
に
は
、
少
な

く
と
も
三
度
は
御
阿
姑
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
御
阿
姑
は
、
先
述
の
よ

う
な
一
般
名
詞
か
、
あ
る
い
は
ア
コ
と
い
う
名
の
女
性
を
示
す
固
有
名
詞
（
中
世
に

は
阿
古
丸
・
阿
古
王
と
い
う
名
の
遊
女
も
実
在
し
た
）か
、二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、「
嬰
児
」
と
い
う
語
句
が
本
墨
蹟
に
の
み
見
え
て
、
Ⓐ
Ⓑ

に
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
御
阿
姑
を
子
持
ち
女
性
に
限
定
す
る
こ
と
も
な
い
。

　

問
題
は
「
三
途
河
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
一
休
宗
純

に
つ
い
て
多
数
の
著
書
を
発
表
し
て
き
た
柳
田
聖
山
は
、「
文
明
二
年
、
長
い
間
一

休
の
身
辺
の
世
話
を
し
て
い
た
御
阿
姑
婆
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
記
述
し

て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
真
珠
庵
蔵
の
本
墨
蹟
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
御
阿
姑
が

長
年
、
一
休
宗
純
の
世
話
を
し
た
実
在
の
人
物
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
典
拠
は
明

確
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
第
二
句
「
悪
鬼
婆
」
の
「
婆
」
を
、
中
国

禅
籍
の
な
か
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
僧
侶
の
世
話
を
す
る
「
婆
子
」
の
意
に
と
り
、

そ
れ
が
三
途
の
川
を
渡
る
（
つ
ま
り
物
故
し
た
）
こ
と
に
寄
せ
て
遺
さ
れ
た
句
、
と

推
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
柳
田
訳
で
い
け
ば
、
前
半
の
一
二
句
を
ふ
ま
え

る
と
、
亡
く
な
っ
た
御
阿
姑
、
す
な
わ
ち
老
婆
が
「
外
見
は
楊
貴
妃
の
よ
う
に
麗
し

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
…
…
。
さ
て
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
見
は
柳
田
訳
と
は
大
い
に
異
な
る
。
ま
ず
、
御
阿
姑
が
老
婆
を
指
さ
ず
、
若
い

女
性
を
意
味
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
「
三
途
河
」

は
、道
ゆ
く
通
行
人
の
袖
を
引
い
て
小
屋
に
招
き
入
れ
る
立
君
・
辻
子
君
の
振
舞
を
、

賽
の
河
原
で
亡
者
の
衣
服
を
剥
ぎ
取
る
奪
衣
婆
に
擬
え
た
、
当
時
の
俗
謡
の
な
か
で

歌
わ
れ
た
遊
女
の
隠
語
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
後
期
の
成
立
と
さ
れ
る

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
三
十
番
「
た
ち
君
・
つ
し
君
」
に
は
、
以
下
の
一
節
が

あ
る
。

　
　

月

　
　

よ
ひ
の
ま
は
え
り
あ
ま
さ
る
ゝ
た
ち
君
の
五
条
わ
た
り
の
月
ひ
と
り
み
る
。

　
　

お
く
山
も
お
も
ひ
や
る
か
な
つ
ま
こ
ふ
る
か
せ
ぎ
か
つ
し
の
ま
ど
の
月
見
て
。

　
　
　

 

左
右
と
も
に
其
道
た
し
か
也
。
し
ゐ
て
勝
負
あ
る
べ
く
ば
、
つ
ま
こ
ふ
る
か

せ
ぎ
、
よ
り
所
あ
る
歟
。
可
キ
勝
ナ
ル
に
や
。

　
　

恋

　
　

 

あ
ぢ
き
な
や　

名
は
た
ち
君
の　

い
た
づ
ら
に　

ひ
と
り
ね
あ
か
す　

夜
半
も

有
け
り
。

　
　

 
三
津
川　

う
ば
と
や
つ
ゐ
に　

な
り
な
ま
し　

地
ご
く
が
つ
し
に　

の
こ
る
ふ

る
ぎ
み
。

　
　
　

 

左
、
名
は
た
ち
君
や
さ
し
け
れ
ど
も
、
右
、
三
津
河
の
う
ば
よ
く
よ
れ
り
。

猶
以
レ
右
為
レ
勝
。

　

こ
の
職
人
歌
合
の
句
で
は
、
地
獄
辻
子
の
古
君
（
立
君
）
を
、
よ
り
明
確
に
「
三

津
川
の
姥
（
奪
衣
婆
）」
に
擬
え
て
お
り
、
一
休
宗
純
が
「
三
途
河
御
阿
姑
」
と
命

（
６
）

（
７
）（

宵
）
（
間
）
（
選
）
（
余
）

（
辺
）

（
独
）

（
奥
）

（
想
）

（
夫
・
妻
）（

恋
）

（
加

世

辻

子
）
（
窓
）

（
確
）

（
強
）

（
拠
）

（
味
）

（
独

寝
）

（
姥
）

（
終
）

（
成
）

（
地

獄

辻

子
）

（
残
）
（
古
君
）

（
優
）

（
良
）
（
拠
）
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名
し
た
本
墨
蹟
の
表
現
と
も
、
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
十
五
世
紀
前
半
に
ソ
ウ
ル
か

ら
来
日
し
た
朝
鮮
国
王
使
で
あ
る
宋
希
璟
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
は
、
当
時
の
遊
女

の
生
態
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
　

 

日
本
の
俗
、
女
は
男
に
倍
す
。
故
に
路
店
至
れ
ば
遊
女
半
ば
に
お
よ
ぶ
。
其
の

淫
風
大
い
に
行
わ
れ
、
店
女
行
路
の
人
を
見
れ
ば
、
則
ち
路
に
出
で
て
宿
を
請

い
、
請
え
ど
も
得
ざ
れ
ば
則
ち
衣
を
執
り
て

0

0

0

0

0

店
に
入
ら
し
む
。
そ
の
銭
を
受
く

れ
ば
則
ち
昼
と
雖
も
従
う
。蓋
し
其
の
州
々
村
々
は
皆
な
海
に
辺
し
江
に
縁
う
。

其
の
江
海
の
気
が
孕
む
が
故
に
、
其
の
生
女
頗
る
姿
色
あ
り
。

　

同
様
の
描
写
は
「
蓮
如
上
人
子
守
歌
」
に
も
み
ら
れ
、「
ソ
ノ
ト
キ
ニ
御
上
臈
、

タ
モ
ト
ヲ
ジ
ッ
ト
ト
ヾ
メ
テ
、『
御
ト
マ
リ
ア
レ
ヤ
殿
』
ト
テ
、
エ
ク
ボ
ハ
シ
ホ
ニ

ア
マ
ッ
タ
」
と
あ
り
、
和
泉
流
狂
言
「
鶯
」
に
は
、「
山
崎
の
女
郎
と
寝
た
夜
は
袈

裟
と
衣
は
女
郎
に
剥
が
れ
る
、
帽
子
は
亭
主
に
取
ら
れ
た
、
傘
は
茶
屋
に
忘
る
る
」

と
あ
る
。
上
杉
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
や
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
東
山
名
所

図
屏
風
』
で
も
、
京
都
の
畠
山
辻
子
や
五
条
橋
界
隈
で
、
女
屋
（
傾
城
屋
）
の
店
前

で
立
君
・
辻
子
君
に
袖
を
引
か
れ
て
立
ち
止
ま
る
旅
の
僧
侶
の
姿
が
描
か
れ
る
。
街

角
や
街
道
沿
い
の
宿
所
で
、
通
行
人
の
「
衣
を
執
り
」
袖
を
引
く
遊
女
の
印
象
的
な

所
作
が
、
地
獄
の
入
口
で
亡
者
の
衣
服
を
剥
ぎ
取
る
奪
衣
婆
に
譬
え
ら
れ
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
し
か
も
、
当
時
の
辻
子
君
は
上
臈
と
呼
称
さ
れ
た
か
ら
（『
七
十
一
番

職
人
歌
合
』『
蓮
如
上
人
子
守
歌
』）、
Ⓑ
の
「
御
阿
姑
上
郎
0

0

」
と
い
う
表
記
は
、
御

阿
姑
を
遊
女
と
み
る
筆
者
の
推
測
を
裏
付
け
う
る
。

　

な
お
、
文
明
二
年
に
一
休
宗
純
が
滞
在
し
て
い
た
摂
津
国
住
吉
や
四
天
王
寺
の
界

隈
は
、
か
つ
て
遊
女
の
活
動
地
域
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
京
都
か
ら
住
吉
・
四
天
王

寺
に
い
た
る
参
詣
路
は
、
大
山
崎
を
経
て
江
口
に
至
る
淀
川
の
水
上
交
通
路
が
通
じ

て
い
た
。
淀
川
の
江
口
や
、
近
接
す
る
神
崎
川
河
口
の
神
崎
・
加
島
は
、
自
前
の
舟

を
持
ち
旅
船
に
近
づ
き
商
売
を
す
る
遊
女
の
拠
点
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
中
世
後
期
に

は
江
口
・
神
崎
の
遊
女
は
衰
退
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
服
藤
早
苗
は
『
住
吉
詣
』

の
一
節
を
引
い
て
、
十
三
世
紀
後
期
か
ら
十
四
世
紀
に
は
、
江
口
遊
女
は
減
少
し
、

船
の
停
泊
場
所
と
し
て
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
推
測
す
る
。「
三
途
河
御
阿
姑
」
が

江
口
遊
女
の
系
譜
を
引
く
女
性
か
ど
う
か
は
不
詳
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
本
墨
蹟

は
室
町
後
期
の
遊
女
の
実
態
を
考
え
る
う
え
で
、
示
唆
的
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
の
成
立
年
代
は
明
応
九
年
か
ら
文
亀
元
年
（
一
五
〇
〇
～

〇
一
）
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
墨
蹟
は
こ
れ
よ
り
三
十
年
も
古
い
年
記
を

も
つ
。
本
墨
蹟
は
一
休
宗
純
と
遊
女
の
接
点
を
豊
か
に
示
し
、
中
世
遊
女
史
を
語
る

う
え
で
も
好
箇
の
素
材
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
御
阿
姑
を
遊
女
と
解
釈
す
る
と
、
本
墨
蹟
の
第
三
句
「
雲
鬘

霧
鬂
」
と
い
う
御
阿
姑
の
形
容
も
、
垂
髪
を
特
徴
と
し
た
遊
女
の
具
体
的
な
容
姿
と

し
て
理
解
で
き
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
中
世
の
門
付
の
芸
能
民
で
あ
る
千
秋
万
歳
た

ち
が
正
月
に
歌
っ
た
歌
謡
で
あ
る
「
蓮
如
上
人
子
守
歌
」
に
、「
茫
々
眉
ニ
薄
化
粧
、

ハ
サ
キ
ト
ツ
テ
鉄
漿
黒
」
と
謡
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
世
の
辻
子
君
・
立
君
は
、
薄
化

粧
に
鉄
漿
黒
（
か
ね
ぐ
ろ
・
お
は
ぐ
ろ
）
を
付
け
、
垂
髪
と
作
り
眉
を
施
し
た
、「
宮

中
の
女
官
の
姿
を
ま
ね
た
」
装
い
だ
っ
た
。「
風
狂
の
徒
一
休
は
当
時
最
先
の
時
世

装
を
倣
ね
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
後
藤
紀
彦
の
指
摘
は
、「
三
途
河
」
の
言
い

回
し
と
い
い
、
千
秋
万
歳
の
歌
謡
と
い
い
、
本
墨
蹟
を
考
え
る
と
き
に
こ
そ
腑
に
落

ち
る
。

第
三
章
　
地
獄
辻
子
と
女
犯
観

　

以
上
の
読
解
と
考
察
を
経
て
、「
三
途
河
御
阿
姑
」
が
住
吉
時
代
の
一
休
宗
純
の

身
辺
に
い
た
遊
女
の
一
類
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の
見
解
を
提
示
し
た
。『
狂
雲
集
』

を
み
る
と
、
一
休
宗
純
は
、
細
身
で
舞
踊
の
巧
い
御
阿
姑
に
相
当
惚
れ
込
ん
で
い
た

ら
し
い
。

　

一
休
宗
純
は
、
自
ら
の
「
酒
肆
淫
坊
」
通
い
を
豪
語
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
と
逆
行
す
る
挙
動
も
み
せ
る
。
例
え
ば
、
洛
中
の
地
獄
辻
子
・
加
世
辻
子
に
傾
城

（
８
）

（

袂

）

（
止
）

（

泊

）

（

靨

）
（
潮
）

（
余
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）
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屋
（
女
屋
）
が
増
え
た
こ
と
を
慨
嘆
す
る
旨
の
題
詩
を
残
し
て
も
い
る
（『
狂
雲
集
』

［
二
六
一
］）。

　
　
　

王
城
の
婬
坊
を
嘆
ず

　
　

 

洛
下
に
昔
、
紅
欄
と
古
洞
の
両
処
有
り
、
地
獄
と
曰
い
加
世
と
曰
う
。
又
た
安

衆
坊
の
口
に
西
洞
院
有
り
。
諺
に
謂
う
所
の
小
路
な
り
。
歌
酒
の
客
、
此
処
を

過
ぐ
る
者
、
皆
な
風
流
の
清
事
を
為
す
。
今
、
街
坊
の
間
、
十
家
に
四
五
は
娼

楼
な
り
。
淫
風
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
幾
乎
ど
亡
国
。
吁
、
関
睢
の
詩
、
想
う
可

き
か
な
。
嗟
嘆
し
て
足
ら
ず
、
故
に
二
偈
一
詩
を
述
べ
て
、
以
て
之
を
詠
歌
す

と
云
う
。
頌
に
曰
く
。

　
　

同
居
す
、
牛
馬
と
犬
と
鷄
と
、
白
昼
婚
姻
す
、
十
字
街
。

　
　

人
道
、
悉
く
是
れ
畜
生
道
、
月
は
落
つ
、
長
安
半
夜
の
西
。

　

地
獄
辻
子
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
京
都
錦
小

路
新
町
西
の
炭
座
辻
子
（
四
条
新
町
）
と
み
る
意
見
に
対
し
て
、
左
京
六
条
と
七
条

の
中
間
（
安
衆
坊
之
口
）、
西
洞
院
通
り
と
交
差
す
る
区
域
と
み
る
反
論
が
あ
っ
た
。

地
獄
辻
子
を
特
定
の
地
名
を
指
さ
な
い
普
通
名
詞
と
み
る
見
解
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

地
獄
辻
子
の
呼
称
が
、
普
通
名
詞
と
し
て
史
料
の
上
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点

に
難
が
あ
る
。

　

な
お
、
地
獄
辻
子
と
い
う
地
名
の
初
見
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
閏
一
〇
月

八
日
付
の
信
濃
国
伴
野
荘
二
日
町
屋
浄
阿
替
銭
請
取
状
で
あ
る
。

　
　

「
と
も
の
の
か
う
二
日
ま
ち
や
太
郎
三
郎
入
道
う
け
と
り
」

　
　
　

う
け
申
候
大
徳
寺
の
御
か
え
せ
に
の
事

　
　
　
　

合
弐
拾
九
貫
文
者

　
　

 

右
の
御
せ
に
ハ
、
し
な
の
ゝ
く
に
と
も
の
ゝ
御
庄
内
大
澤
御
年
貢
を
、
同
御
庄

二
日
ま
ち
や
に
し
て
と
ゝ
め
候
ぬ
。
こ
の
御
せ
に
ハ
、
き
や
う
の
ち
こ
く
か
つ

し
さ
か
た
入
道
の
さ
い
ふ
一
つ
う
に
拾
貫
文
、
あ
や
の
こ
う
ち
の
ま
つ
と
の
ゝ

さ
い
ふ
一
つ
う
に
拾
貫
文
、
は
う
し
や
う
し
の
ま
ち
の
あ
く
た
入
道
の
さ
い
ふ

二
つ
う
に
九
貫
文
、
さ
い
ふ
う
け
と
り
を
し
ん
し
候
。
こ
の
う
け
と
り
に
ち
か

い
め
候
て
御
せ
に
ゝ
ち
ゝ
候
ハ
ゝ
、
為
浄
阿
沙
汰
、
国
に
を
き
て
以
二
一
倍
一

可
二
弁
進
一
候
。
仍
か
へ
ふ
み
状
如
レ
件
。

　
　
　
　
　

建
武
弐
年
閏
十
月
八
日
（
下
略
）

　

信
濃
国
伴
野
荘
の
年
貢
二
九
貫
文
が
二
日
町
屋
で
受
け
取
ら
れ
、
割
符
を
用
い
て

京
都
の
地
獄
辻
子
に
い
る
坂
田
入
道
に
送
金
さ
れ
た
と
い
う
。
同
荘
は
こ
の
時
期
に

大
徳
寺
領
荘
園
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
地
獄
辻
子
と
い
う
名
の
人
口
稠
密
地
帯
が
、

遅
く
と
も
十
四
世
紀
の
京
都
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
大
徳
寺
関
係
の
金
融

業
者
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
、
の
ち
に
一
休
宗
純
が
、
地
獄
辻
子
の
傾
城
屋
の
増

加
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
じ
つ
に
興
味
深
い
。

　

前
引
『
狂
雲
集
』
に
み
た
よ
う
に
、
一
休
宗
純
は
、
地
獄
辻
子
・
加
世
辻
子
の
街

路
で
は
、
十
軒
に
四
・
五
軒
も
娼
楼
が
増
え
、
淫
風
が
盛
ん
で
あ
る
様
子
を
「
亡
国
」

と
憂
慮
し
て
い
る
。
当
時
の
地
獄
辻
子
が
、
十
四
世
紀
と
同
じ
く
大
徳
寺
と
関
係
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
残
念
な
が
ら
手
掛
か
り
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
院
政
期
・
鎌
倉
前
期
ま
で
売
買
春
だ
け
で
な
く
和
歌
や
歌
謡
な
ど
の

芸
能
を
も
担
っ
て
い
た
遊
女
は
、
鎌
倉
後
期
以
降
、
売
買
春
に
特
化
す
る
よ
う
に
な

り
、
中
世
仏
教
の
な
か
か
ら
遊
女
罪
業
観
が
強
ま
り
、
卑
賤
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
法
然
上
人
絵
伝
』
で
は
、
播
磨
国
の
室
津
沖
に
出
港
し
た
法
然
一
行
の
船
に
、
遊

女
の
船
が
接
近
し
て
問
い
掛
け
る
有
名
な
場
面
が
描
か
れ
、
遊
女
も
往
生
で
き
る
と

語
ら
れ
て
い
る
。
叡
尊
も
、
一
七
〇
〇
人
以
上
の
「
淫
女
」
に
対
し
て
毎
月
の
持
斎

な
ど
を
勧
め
た
（『
感
身
学
生
記
』
弘
安
八
年
八
月
十
三
日
条
）。

　

そ
の
よ
う
な
事
例
を
室
町
期
に
求
め
る
と
、
こ
の
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
世
鏡
抄
』

の
一
節
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

 

面
ヲ
如
何
ニ
モ
々
々
粧
ヨ
ソ
ヲ
ヒ、
白
粉
ヲ
色
ト
シ
、
衣
裳
ヲ
種
ト
シ
テ
不
念
人
ヲ
思
ト

云
ヒ
、
思
人
ヲ
モ
等
閑
ニ
モ
ナ
シ
。
偽
ヲ
以
テ
身
助
ケ
、
沈
香
ヲ
焼
テ
人
ヲ
蕩
、

髪
ヲ
長
シ
テ
短
慮
ノ
心
ヲ
匿カ

ク

シ
、
艶
キ
大
和
詞
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
ナ
ト
ノ
事

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
端
裏
書
）

（
替

銭
）

（
銭
）

（
伴

野
）

（
町

屋
）

（

京

）
（
地
獄
辻
子
）

（
割

符
）

（
綾

小

路
）
（
松

殿
）

（
法

性

寺
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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ヲ
覚
ヘ
テ
、
夜
ノ
寝
物
語
新
枕
ノ
便
ト
ス
ヘ
キ
也
。
去
ナ
カ
ラ
、
反
肉
活
ノ
苦

患
ア
ル
ヘ
シ
。
偖
モ
々
モ
身
ハ
業
人
也
ト
思
テ
、
十
分
一
之
、
施
ヲ
僧
ニ
施
シ

テ
。
後
生
ヲ
子
カ
ヘ
。
小
哥
戯
ノ
間
ニ
モ
南
無
阿
弥
陀
仏
々
々
々
ト
申
セ
。
然

レ
共
、
更
ニ
地
獄
遁
レ
カ
タ
シ

0

0

0

0

0

0

0

ト
云
々
。

　

傍
線
部
①
に
み
え
る
遊
女
の
形
態
描
写
は
、「
顔
其
一
朶
海
棠
花
、
心
是
三
途
悪

鬼
婆
」
と
い
う
本
墨
蹟
の
第
一
・
二
句
の
文
句
と
も
重
な
る
。
右
で
は
、
化
粧
や
衣

装
を
纏
っ
て
、
本
性
を
隠
し
な
が
ら
生
業
に
勤
し
む
遊
女
の
身
は
「
業
人
」
で
あ
る

か
ら
、
少
し
で
も
僧
侶
へ
の
喜
捨
を
行
い
、
歌
舞
の
際
に
も
念
仏
の
六
字
名
号
を
唱

え
る
べ
き
だ
が
、
傍
線
部
②
で
は
結
局
の
と
こ
ろ
堕
地
獄
は
免
れ
な
い
、
と
断
罪
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
遊
女
罪
業
観
が
、
室
町
時
代
に
お
い
て
も
一
般
的
に
健
在
だ
っ

た
。
こ
こ
に
、
京
洛
の
遊
女
街
と
し
て
「
地
獄
辻
子
」
の
名
が
定
着
す
る
歴
史
的
背

景
が
あ
る
。

　

一
休
宗
純
が
京
洛
に
傾
城
屋
が
増
え
る
こ
と
を
「
亡
国
」
と
憂
え
る
根
底
に
、
こ

う
し
た
遊
女
罪
業
観
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
は
、
彼
が
遊
女
に

対
す
る
と
き
は
、
法
然
や
叡
尊
の
よ
う
に
念
仏
勤
行
や
授
戒
・
毎
月
持
斎
の
よ
う
な

宗
教
活
動
の
形
で
は
顕
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
如
意
庵
退
院
の
際
に
呈
し
た

と
い
う
詩
に
も
、「
他
日
、
君
来
た
っ
て
、
如
し
我
に
問
わ
ば
、
魚
行
酒
肆
、
又
た

婬
坊
」（『
狂
雲
集
』［
八
五
］）
と
詠
じ
て
い
る
。
一
休
宗
純
の
仏
道
に
と
っ
て
、
酒

肆
婬
坊
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
遺
誡
で
門
弟
に
言
い
残
し
た
よ
う
に
、「
仏

法
の
盗
賊
、
我
が
門
の
怨
敵
」
だ
っ
た
（『
真
珠
庵
文
書
』
八
―
一
〇
六
三
号
）。
そ

の
よ
う
な
都
会
の
雑
踏
、
聖
と
俗
が
交
差
し
、
社
会
の
反
映
と
矛
盾
が
表
裏
一
体
と

な
る
「
十
字
街
頭
」
か
ら
脱
却
し
な
い
こ
と
が
、
一
休
宗
純
の
主
張
と
い
え
よ
う
か
。

酒
肆
婬
坊
の
う
ち
、
飲
酒
慣
行
を
大
き
な
問
題
と
み
な
い
五
山
禅
林
と
て
、「
十
字

街
頭
」
と
の
関
係
を
遮
断
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
婬
坊
や
女
犯
行
為
ま
で
隠

そ
う
と
し
な
い
点
は
、
五
山
禅
林
と
は
大
き
く
異
な
る
一
休
宗
純
の
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、『
狂
雲
集
』［
二
八
四
］
の
「
婬
坊
の
頌
、
以
て
得
法
の
知
識
を
辱
し
む
」

と
い
う
題
を
み
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
婬
坊
を
口
に
す
る
一
休
宗
純
の
挙
動
に
は
、「
当

て
つ
け
」
と
い
わ
れ
る
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。『
狂
雲
集
』［
二
八
〇
］

「
抜
舌
の
罪
を
懺
悔
す
」
で
、「
言
鋒
、
幾
多
の
人
を
か
殺
戮
す
、
偈
を
述
べ
詩
を

題
し
て
、
筆
も
て
人
を
罵
る
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
異
端

的
な
舌
鋒
は
、
彼
自
身
も
意
識
し
た
も
の
ら
し
い
。

お
わ
り
に
―
『
狂
雲
集
』
の
女
性
模
様
―

　

最
後
に
、
一
休
宗
純
が
溺
愛
し
た
御
阿
姑
で
す
ら
「
白
眼
視
」
し
た
、「
孾
児
」

に
つ
い
て
ふ
れ
て
、
稿
を
閉
じ
た
い
。

　

本
墨
蹟
が
成
立
し
た
こ
ろ
、
一
休
宗
純
の
近
辺
に
は
二
人
の
女
性
が
存
在
し
た
。

一
人
は
御
阿
姑
、
も
う
一
人
は
紹
固
喝
食
と
い
う
女
児
で
あ
る
。
そ
し
て
三
人
目
の

女
性
と
し
て
、
文
明
二
年
十
一
月
に
住
吉
薬
師
堂
で
邂
逅
し
た
森
女
が
、
翌
年
こ
こ

に
加
わ
る
。
紹
固
は
『
狂
雲
集
』［
四
七
八
］「
紹
固
喝
食
」
と
い
う
年
未
詳
の
題
詩

で
、「
四
歳
の
女
児
、
歌
舞
の
前
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
文
明
三
年
五
月
、

一
休
宗
純
か
ら
道
号
「
堅
岳
」
を
与
え
ら
れ
る
以
前
の
こ
と
だ
ろ
う
（
京
都
民
芸
館

所
蔵
・
一
休
宗
純
墨
蹟
「
堅
岳
」
道
号
頌
）。
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
二
月
四
日

付
の
劉
仙
庵
信
春
田
地
寄
進
状
案
に
は
、「
薪
劉
仙
庵
紹
固
」
と
み
え
、
酬
恩
庵
近
隣

の
寺
庵
に
居
住
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
前
年
に
は
、
真
珠
庵
造
立
開
会
の
際
、

紹
固
が
香
銭
と
し
て
百
文
を
納
め
た
と
あ
り
、
真
珠
庵
領
年
貢
納
帳
の
う
ち
享
禄
元

年
（
一
五
二
八
）
分
の
酬
恩
庵
算
用
状
に
は
、
堅
岳
紹
固
大
姉
の
寄
進
と
み
え
、
こ

の
時
期
ま
で
は
存
命
が
確
認
で
き
る
。

　

一
休
宗
純
は
、
紹
固
と
題
し
た
詩
を
頻
繁
に
詠
ん
で
い
る
。
右
掲
「
堅
岳
」
道
号

頌
に
は
、「
行
願
は
劫
石
よ
り
も
固
く
、気
概
の
健
か
な
る
こ
と
鉄
壁
に
似
た
り
」と
、

紹
固
の
人
と
な
り
を
称
え
る
。「
未
だ
紹
固
を
瞻
ざ
る
と
き
は
朝
飢
に
似
た
り
、恩
寵
、

弥
い
よ
深
し
、
已
に
見
ゆ
る
時
」
と
い
う
詩
（『
狂
雲
集
』［
九
五
七
］「
紹
固
癖
」）

②

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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に
も
、
紹
固
に
焦
が
れ
る
一
休
宗
純
の
並
々
な
ら
ぬ
思
慕
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
山

田
宗
敏
は
堅
岳
の
出
自
を
住
吉
社
主
大
領
宗
橘
（
住
吉
雲
門
庵
の
開
基
南
栄
）
の
娘

も
し
く
は
一
休
宗
純
自
身
の
娘
と
推
測
し
、
今
泉
淑
夫
が
「
四
歳
の
女
児
は
何
か
わ

け
あ
り
の
人
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
が
、
堅
岳
紹
固
の
素
性
を
知
る
決
め

手
は
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
先
は
、
以
上
の
考
証
を
ふ
ま
え
た
提
案
に
な
る
が
、
本
墨
蹟
の
「
孾
児
」

と
は
、
こ
の
堅
岳
紹
固
を
さ
す
か
も
し
れ
な
い
。『
狂
雲
集
』［
五
三
八
］
に
は
、「
盲

女
森
侍
者
、
情
愛
甚
だ
厚
し
。
将
に
食
を
絶
っ
て
命
を
殞
さ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
山

田
宗
敏
は
、
森
女
が
餓
死
を
決
意
し
た
原
因
が
、
一
休
宗
純
の
愛
情
を
一
身
に
集
め

た
幼
い
堅
岳
紹
固
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
本
墨
蹟
の
内
容
を
考
え
る
と
き
、
こ

の
指
摘
は
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
と
も
い
え
ず
、
注
意
を
要
す
る
が
鋭
い
洞
察
だ
と
思

う
。
す
な
わ
ち
、
本
墨
蹟
の
第
三
・
四
句
「
雲
鬘
霧
鬂
夜
叉
首
、
嗔
聘
孾
児
白
眼
斜
」

は
、
堅
岳
紹
固
と
い
う
「
孾
児
」
に
対
す
る
、
御
阿
姑
の
「
夜
叉
」
の
ご
と
く
凄
ま

じ
い
嫉
妬
の
様
子
を
表
現
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
れ

ば
、
こ
の
御
阿
姑
と
「
孾
児
」
は
親
子
関
係
と
は
限
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
事
実
と

し
て
は
、
文
明
二
年
当
時
の
一
休
宗
純
周
辺
の
女
性
の
相
関
図
は
、
こ
の
後
に
森
女

が
加
わ
る
こ
と
で
一
層
複
雑
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
よ
う
。

　

か
つ
て
芳
賀
幸
四
郎
は
、「
禅
林
の
こ
う
し
た
世
俗
化
と
腐
敗
堕
落
に
対
し
て
、

純
情
で
良
心
的
な
一
休
が
ど
の
よ
う
な
感
懐
を
抱
い
て
い
た
か
、
そ
れ
は
『
狂
雲
集
』

に
歴
々
と
し
て
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
、
一
休
宗
純
は
新
時
代
を
拓
く
「
英
雄
」

で
は
な
く
、
偽
善
を
憎
み
、
時
代
の
矛
盾
を
指
摘
し
警
告
す
る
「
天
才
的
存
在
」
と

し
た
。
だ
が
、
以
上
の
考
察
を
振
り
返
る
と
、
は
た
し
て
如
何
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返

す
が
、
筆
者
は
僧
侶
と
妻
帯
・
女
犯
の
問
題
を
表
層
的
に
捉
え
、
仏
教
堕
落
論
を
唱

え
る
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、『
狂
雲
集
』
に
み
え
る
、
こ
う
し
た
複
雑
な
女

性
相
関
図
や
愛
憎
劇
を
俯
瞰
す
る
と
、
一
休
宗
純
が
転
換
期
の
旗
手
だ
っ
た
と
持
ち

上
げ
す
ぎ
る
こ
と
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
と
は
逆
に
一
休
宗
純
を
過
度
に
貶
め
る
論
調
に
も
傾
く
べ
き
で
は
な

い
。
一
休
宗
純
を
反
体
制
の
宗
教
家
と
し
て
半
ば
喝
采
を
送
っ
た
よ
う
な
一
時
期
の

傾
向
に
も
首
肯
し
か
ね
る
が
、
近
年
の
中
世
史
研
究
の
一
休
宗
純
論
に
も
、
一
層
慎

重
な
態
度
を
求
め
た
い
。
彼
と
周
辺
の
女
性
た
ち
は
、
当
時
の
僧
侶
と
女
性
の
関
係

を
考
え
さ
せ
る
雄
弁
な
素
材
だ
が
、
本
件
を
そ
の
等
身
大
の
事
例
と
す
る
に
は
刺
激

的
に
す
ぎ
よ
う
か
。
だ
が
本
墨
蹟
か
ら
は
、
女
泣
か
せ
だ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
女

性
に
翻
弄
さ
れ
も
し
た
一
休
宗
純
の
姿
が
み
え
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
付
記
】 

本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
貴
重
な
写
真
掲
載
の
許
可
を
下
さ
っ

た
真
珠
庵
山
田
宗
正
師
を
は
じ
め
、
有
益
な
意
見
を
頂
戴
し
た
辻
浩
和
、

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ダ
ヴ
ァ
ン
、
飯
島
孝
良
ら
諸
氏
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し

た
い
。

〔
註
〕

（
１
）　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編『
大
徳
寺
真
珠
庵
名
宝
展
』（
特
別
展
図
録
、一
九
八
〇
年
）。

（
２
）　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
二
月
二
十
三
日
付
酬
恩
庵
宗
琛
墨
蹟
売
券
（『
真
珠
庵

文
書
』
一
―
四
〇
号
、
一
二
七
～
一
二
八
頁
）、『
真
珠
庵
重
書
第
一
箱
目
録
』（『
同
』

二
―
一
七
五
号
、
二
七
八
頁
）。

（
３
）　

今
泉
淑
夫
校
注
『
一
休
和
尚
年
譜
２
』（
東
洋
文
庫
642
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）

一
七
七
頁
。

（
４
）　
『
富
士
の
人
穴
草
子
』（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
一
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
三

年
）。

（
５
）　
『
狂
雲
集
』
の
整
理
番
号
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
伊
藤
敏
子
「
狂
雲
集
諸
本
の
校
合

に
つ
い
て　

附
・
考
異
狂
雲
集
」（『
大
和
文
華
』
四
一
号
、
一
九
六
四
年
）
に
拠
る
。

（
６
）　

柳
田
聖
山
『
一
休
「
狂
雲
集
」
の
世
界
』（
人
文
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
二
三
〇
頁
。

（
７
）　

岩
崎
佳
枝
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
61 

七
十
一
番
職
人
歌
合
』（
岩
波

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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書
店
、
一
九
九
三
年
）。

（
８
）　

村
井
章
介
校
注
『
老
松
堂
日
本
行
録
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
）。

（
９
）　

大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
の
歴
史
』（
創
元
社
、
一
九
九
九
年
）
第
三
章
第
三

節
「
中
世
の
大
阪
」
な
ど
参
照
。

（
10
）　

服
藤
早
苗
「
中
世
後
期
―
買
売
春
宿
と
卑
賤
視
観
」（『
古
代
・
中
世
の
芸
能
と
買

売
春
―
遊
行
女
婦
か
ら
傾
城
へ
―
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
二
六
五
頁
。

（
11
）　

後
藤
紀
彦「
辻
子
君
と
千
秋
万
歳
の
歌
」（『
月
刊
百
科
』二
六
一
号
、一
九
八
四
年
）

に
写
真
と
翻
刻
。
蓮
如
上
人
子
守
歌
に
つ
い
て
は
、
高
橋
喜
一
・
源
義
春
「
蓮
如
上

人
子
守
歌
に
つ
い
て
―
千
秋
万
歳
歌
の
一
形
態
―
」（『
芸
能
史
研
究
』
五
九
号
、

一
九
七
七
年
）、
岡
見
正
雄
「
面
白
の
花
の
都
や
」（『
室
町
文
学
の
世
界
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
も
参
照
。

（
12
）　

下
坂
守
「
京
童
の
環
境
」「
町
衆
の
生
活
」「
三
長
者
の
時
代
」（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
編
『
京
都

庶
民
生
活
史
』京
都
信
用
金
庫
・
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、一
九
七
三
年
）、前
掲
注（
⓫
）

岡
見
論
文
、
下
房
俊
一
「
注
解
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
稿
（
十
三
）」（『
島
根
大
学

法
文
学
部
紀
要
文
学
科
編
』
二
一
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。

（
13
）　

後
藤
紀
彦
「
辻
君
と
辻
子
君
」（『
文
学
』
五
二
―
三
号
、
一
九
八
四
年
）、
同
「
立

君
・
辻
子
君
―
室
町
時
代
・
京
洛
の
遊
女
た
ち
―
」（『
週
刊
朝
日
百
科 

中
世
Ⅰ
③
遊

女
・
傀
儡
・
白
拍
子
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
14
）　

網
野
善
彦「
遊
女
と
非
人
・
河
原
者
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
一
一
巻 
芸
能
・
身
分
・

女
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）
は
、
本
文
書
を
単
に
『
真

珠
庵
文
書
』
と
紹
介
す
る
の
み
だ
っ
た
が
、
同
著
作
集
・
四
六
一
頁
の
校
注
（
桜
井

英
治
）
に
よ
れ
ば
、
正
し
く
は
、
京
都
の
徳
禅
寺
蔵
の
古
文
書
だ
っ
た
。
井
原
今
朝

男
「
東
国
荘
園
の
替
銭
・
借
麦
史
料
」（
同
『
日
本
中
世
債
務
史
の
研
究
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
一
六
八
～
一
六
九
頁
に
、
本
文
書
の

翻
刻
が
あ
る
。

（
15
）　

辻
浩
和
「
中
世
後
期
に
お
け
る
︿
遊
女
﹀
の
変
容
」（
同
『
中
世
の
︿
遊
女
﹀』
京

都
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
二
年
）。

（
16
）　

河
野
淳
一
郎
「『
世
鏡
抄
』
の
成
立
時
期
―
女
性
史
史
料
の
観
点
か
ら
―
」（『
国
学

院
雑
誌
』
八
九
―
一
一
号
、
一
九
八
八
年
）。

（
17
）　
『
世
鏡
抄
』
上
第
二
十
―
遊
女
之
事
（『
続
群
書
類
従
』
三
十
二
上
―
雑
部
、

二
六
四
～
二
六
五
頁
）。

（
18
）　

拙
稿
「
室
町
期
禅
林
に
お
け
る
飲
酒
と
そ
の
背
景
」（『
龍
谷
史
壇
』
一
二
七
号
、

二
〇
〇
七
年
）、
同
「
宗
教
勢
力
と
し
て
の
中
世
禅
林
」（『
歴
史
評
論
』
七
九
七
号
、

二
〇
一
六
年
）。
以
上
、
拙
著
『
日
本
中
世
社
会
と
禅
林
文
芸
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
七
年
）
に
再
録
。

（
19
）　

真
珠
庵
領
所
々
支
証
案
（『
真
珠
庵
文
書
』
三
―
一
七
八
号
、
四
二
～
四
三
頁
）。

（
20
）　

延
徳
三
年
七
月
日
付
真
珠
庵
造
立
開
会
真
前
香
銭
帳
（『
真
珠
庵
文
書
』
二
―

一
四
八
号
、
一
三
三
頁
）。

（
21
）　

真
珠
庵
領
諸
所
田
畠
年
貢
納
帳
（『
真
珠
庵
文
書
』
二
―
一
七
六
号
、
三
〇
二
頁
）。

（
22
）　

山
田
宗
敏
『
大
徳
寺
と
一
休
』（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
三
七
〇
・

三
九
三
頁
。

（
23
）　

前
掲
注
（
３
）
今
泉
著
書
、
一
二
四
頁
。

（
24
）　

前
掲
注
（
㉒
）
山
田
著
書
、
三
九
三
頁
以
下
。

（
25
）　

芳
賀
幸
四
郎
『
近
世
文
化
の
形
成
と
伝
統
』（
芳
賀
幸
四
郎
歴
史
論
集
Ⅴ
、
思
文
閣

出
版
、
一
九
八
一
年
、
初
刊
一
九
四
八
年
）
一
一
頁
。


